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論文内容要旨
 シジュウカラ科鳥類は非繁殖期に混合群を形成することは一般にも良く知られているものの,そ
 の生態学的研究はこれまでほとんどなされていなかった。
 この混合群は非繁殖期に同じ地域に生活する異種類がお互いに引き合うことによって形成され,
 各種群単位で混合群に加わったり,分離する傾向が強いことから,混合群のもつ社会構造及び混合
 群内各種の種間関係を明らかにするためにはきわめて有効な材料である。従って,この混合群は動
 物の社会性を論ずる時,きわめて重要な意味を持つものと考えられる。
 本研究は主に東北大学植物園においておこない,混合群の行動様式や構成種の種間関係を比較検
 討することにより,混合群のもつ社会構造及びその機能を明らかにしょうとしたものである。
 著者は混合群をおびやかさないように,混合群の後に従い,或いはその進路に先廻りし,出来る
 限りの行動を直接観察して記録をとり,次のような結果を得,更に各種が混合群に加わることが,
 種群で生活するよりも,どのような生態学的問題において有効かを指摘した。
 1混合群構成種の季節的変化
 混合群構成種のうち,エナガとシジュウカラのみが東北大学植物園で繁殖し,通年生息してい
 るが,他の種類は秋季に植物園に渡来し,行動をともにすることにより混合群を形成する。
 この混合群は植物園では特に秋季から冬季に顕著に現われ,シジュウカラ科鳥類4種(エナガ,
 シジュウカラ,ヒガラ,コガラ〉とキクイタダキからなるものが多く,各種は種群単位で混合群
 に加わったり,分離したりするものと思われる。
 互エナガ及びシジュウカラの年周期活動;特にエナガ群構成個体数の季節的変動
 エナガの繁殖個体数は秋季～冬季群の個体数とほぼ等しく,冬季群の各個体は翌春,その採餌
 移動範囲内に留まり,その地域いっぱいに分散して営巣するものと考えられる。このように,秋
 季～冬季群及びその群行動はエナガの地域的繁殖個体群の大きさを決定するのに重要な役割をは
 たしていると考えられる。
 皿混合群の主構成種エナガの営巣場所とつがいの行動範囲
 混合群構成種のなかでも,もっとも顕著な群行動を示す。エナガの繁殖期の特異な生活状態を
 その群の関連のもとに調査研究した。
 1..エナガの巣は30メートル以上もあるモミの木やわずか1メートル以下の木にもつくられ,
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 樹梢から地上30センチメートルの所までいろいろの高さにつくられていた。
 巣の地上からの高さと斜面の陵線からの巣の位置との関連を比較すると,陵線近くに比較的
 多く営巣する傾向がみられ,巣立ちに成功した巣は地上10メートル以下の高さにつくられて
 いたことは興味深い。
 2,営巣期におけるエナガのつがいの行動から,巣材運搬範囲と採餌移動範囲が認められ,前者
 は巣を中心にした一斜面(約20,000〃'〉に限られているのに対し,後者は平均して,約
 50,000万1の面積を占め,後者は前者の約2、5倍となっている。
 またエナガは営巣場所をお互いに適当に離れた好適な所に選択し,その地域を斜面単位に有
 効に利用している。
 エナガの巣がほぼ均等分布をなすことや,他のつがいやヒガラ等を巣の近くから追い払うこ
 となどからテリトリーの存在を認めることが出来るがテリトリアルな行動の不明確な種と考え
 られるo
 IV混合群構成種の採餌垂直分布及ぴ種闇関係
 次にこのエナガを主体とした,シジュウカラ科鳥類からなる混合群の社会構造及び混合群内各
 種の種間関係を明らかにするため,各種群(Sf),エナガの含まれている混合群(M{+),
 及びエナガの含まれない混合群(Mf一)で各種の採餌垂直分布を比較検討した。
 1.各種群と上述した両混合群(Mf+,Mf一)における各種の採餌垂直分布とは明らかに異
 なり,またエナガのいる混合群では,シジュウカラ,ヒガラはエナガに引きつけられるように
 その垂直分布が変わり,エナガのいない混合群ではシジュウカラやコガラはヒガラに引きつけ
 られているように思われる。このことは環境の異なる鈎取地区でも同様であった。
 2.採餌樹種の選択における混合群内の種間関係も,採餌垂直分布の場合とほとんど同様であっ
 た0
 3.以上のことから,各種群が混合群を形成することによって,各種群で利用する採餌場所とは
 異なり,種群聞の相互関係のため,その採餌利用範囲に変化をきたすといえ,餌をより広い範
 囲から得ることが出来るようになり,各種の生存にはきわめて有効と考えられる。
 V混合群の群行動及び種間関係
 動物の集団あるいは群れ習性は動物の生活にとってきわめて重要である。そのため混合群の群
 構造及びその機能を明らかにすべく,混合群の各種群の採餌垂直分布,移動様式や分離,合流に
 ついて比較検討した。
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 1混合群における各種群は林層垂直分布においてお互いに異なり,群の移動は大別して,採餌
 移動と一斉移動に分けられる。
 2エナガのいる混合群は,エナガのいない混合群より明らかにその移動速度が速く,前者は平
 均267m/hourから864m/hoロrでエナガの移動速度とほぼ伺じであるが,後者は
 平均154m/hourで,シジュウカラの移動速度とほぼ同じである,,
 3.混合群の分離は,エナガのいる混合群では,エナガのいない混合群より多くみられた。この
 分離はエナガ種群が比較的速い速度で移動するため,他種がその速度に従うことができないた
 めにおこる場合が多いように考えられる。
 4.以上のことがらから,エナガは混合群においては,種群としてリーダーの役割りをもつ先行
 種と考えられ,地種は追従種といえる。
 礪混食群構成種の採餌習性とそれにともなう餌の奪い念い
 混合群構成各種の餌をとる習性を比較することにより,各種が混合群内でお互いの存在によっ
 て,その採餌習性に影響を与えるかどうかを検討し,また混合群で餌を探している時にみられる
 各種肉叉は種間での餌の奪い合いが各種の採餌習性に及ぼす影響について考察した。
 1.各種群及びエナガのいる混合群(Mf+〉叉はいない混合群(Mf一)においては,エナガ
 とシジュウカラの場合には,採餌習性には明らかな変化は認められなかったが,ヒガラ,コガ
 ラ,キクイタダキの3種では,各採餌習性を,種群(Sf),M{+,及びMf一で比較した
 結果,その採餌習性の割合の一部で明らかな変化が認められた。これは,これらの種が他種の
 攻牽の影響を受けるためと考えられる。
 2.各種間の餌の奪い合いの結果から判断して,各種の攻撃性についていえば,シジュウカラが
 最も攻撃的であり,次いでヒガラ,その他エナガ,コガラ,キクイタダキ等がこれに続くが,
 下位の種の間での順位は明らかでない。
 3!以上述ざた混合群内における各種の攻塑性の順位は混合群内各種群の擬餌移動順序とはその
 趣を異にするものと考えられ,混合群のもつ社会性を論ずる時,きわめて重要なものと思われ
 る。
 斑以上のことがらからシジュウカラ科鳥類が混合群を形成することが,各種の生存にとって生態
 学的に有利となっているのは大別して次の4つと考えられる。
 1.外敵に対する逃避
 エナガのある個体が外敵であるモズやハヤブサ等を発見すると警戒者を発し,次いで他のエ
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 ナガが次々と同様の警戒音を発しながら茂みの内に逃げ込み,他種はこのエナガの警戒音に反
 応して茂みの内へ逃げ込む。
 このように,混合群を形成することにより,混合群成種は先行種であるエナガの警戒音によ
 って,有効に外敵から逃避することが出来るようになると考えられる。
 2採餌垂直分布
 エナガ以外の各種は,混合群に加わることにより,種群ではほとんど利用しなかった階層か・
 らも採餌するようになる。このことは特に餌が不足になりがちな冬期において各種の生存にと
 ってきわめて有効と考えられる。
 3.採餌移動速度及び範囲
 エナガ以外の種は混合群を形成することにより,それ自身の移動速度よりはるかに速い速度
 で採餌しながら移動していることになり,採餌移動範囲も広くなる。これらのことは,採餌垂
 直分布の場合と同様,餌不足となる冬期には,各種の生存にとってきわめて有効となるものと
 考えられる。
 4・混合群内各種の種間関係
 混合群内でエナガは先行種の役割りをはたし,他種はそれに従う追従種の様相を示す。
 更に混合群内各種の種間の餌のうばいあいが観察されるものの,種内の餌のうばいあいほど
 多くなく,各種は混合群内にあっても種群としてのまとまりが強く採餌垂直分布を違えること
 により,垂直的に住み分け,各種は混合群内でお互いに協調しあいながら,群れを形成して生
 存しているといえる。
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 論文審査の結果の要旨
 本論文はモミの原生林に生息しているシジュウカラ科鳥類によって形成される混合群の解析を試
 みたもので,その群構造,群行動及び群構成各種の採餌場所及び習性等を比較生態学的に研究する
 ことにより,混合群の社会構造やその機能を明らかにすることを目的としてなされたものである。
 そのために著者は,混合群の群構造及び群行動を研究し,群を各種群とエナガを含む混合群,エ
 ナガの含まぬ混合群に分け,各種群が基本的単位となって混合群が形成されること,混合群は種群
 単位で分離,合流すること,混合群の構成は季節によって変化すること,及びエナガを含む混合群
 の採餌移動速度はエナガ種群とほぼ同じできわめて早く,エナガの含まぬ混合群の採餌移動速度は
 シジュウカラ種群とほぼ同じで,比較的おそいこと,さらに,エナガは種として混合群にあっては
 リーダーの役割りをはたし,他種は追従種といえることなど,混合群の構造と群行動の特性を明ら
 かにした。
 採餌垂直分布については,各種群の採餌垂直分布はそれぞれ異なり,森林の階層に関して住み分
 けて利用しているが,混合群を形成することにより,エナガの影響を受け,より広い範囲で餌を探す
 すようになる。一方採餌習性については,各種群はその種独自の採餌習性で餌をとるが,混合群を
 形成することにより,シジュウカラやヒガラの影響を受け,その採餌習性の一部に変化をきたすこ
 とを明らかにした。
 以上の結果から,混合群を形成することは特に秋季から冬季には,各種の生存に有利と考えられ
 る点が多い。
 以上の研究はモミを優占種とする森に生活しているシジュウカラ科鳥類からなる混合群の群構造,
 群行動及び構成各種の相互関係において様々な新知見を提供していると同時に,混合群の生態学的
 研究としては最初のものである。また,これらの知見は,近縁する異種がお互いにけん引し合って
 群れとして共存するという,極めて貴重な資料を提供しており,生態学の発展に重要な貢献をもた
 らした。
 以上の点から本論文は,博士の学位論文として適当である。よって小笠原嵩提出の論文は理学博
 士の学位論文として合格と認める。
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